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【はじめに】

私自身の23年前に発症した化学物質過敏症の
ケースになります。
『私の化学物質過敏症をどのようにすると改善
できるか？』という事を研究し続け17年間。

今回、一筋の光が見えたように思いました。
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『これだ！！』
生命組織塩の本中に
見つけた時。嬉しくなり
ました。

生命組織塩という体にとって
大切なミネラルレメディーが大きなカギを握って
いると思いました。
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クライアント 47歳 女性

主訴：①化学物質過敏症
②血液や免疫の異常な状態
③更年期の症状
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【経緯】
化学物質過敏症は、17年間ホメオパシーを使用
してきても、あまり改善しない状況が続きました。

2021年11月、新型コロナワクチンシェディングの
影響から血液や免疫の異常な状態を発症。
今までなかなか改善しなかった化学物質過敏症
は、内在していた血液や免疫の異常な状態に焦
点を合わせた結果、改善し始めました。
血液の問題が起きてからは吐き気が酷く外出が
困難になった時期がありました。そして、同時期
に突然閉経。
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【症状と状況】
症状：①化学物質過敏症

→柔軟剤などの芳香する匂いにより鼻の中の
ひりひり・微量でも匂う程の嗅覚過敏・吐き気
頭痛・肝臓の腫れた感じ。イライラする。

こんな距離で人
と話すと柔軟剤
が臭過ぎて話が
できなかったん
です。
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②血液や免疫の異常な状態

圧力鍋でしっか
り調理し、殺菌
しても食べられ
物は少なく苦戦

→体の過剰な炎症に悩まされ、普通なら食べら
れる生野菜・魚・肉は加熱して菌を殺しても食べ
らない。油・砂糖はより炎症が酷くなり食べられ
ない。酷い吐き気とめまい。
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→舌の炎症・大腿骨や全身の骨の痛みと腫れ。
内部の熱感・少しの衝撃でも体が腫れる過剰な
炎症・出血が止まらない・発熱しやすい。

骨や骨髄が

痛いのは初めて
の経験。激痛。
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→閉経しイライラし易くなる。
嫌いな音にイライラし、雑音を立てる相手を
ぶち殺したいと思う程の怒りになる。

③更年期の症状

イライラし易く 
更年期はこんな
変化を遂げるん
だと思いました。
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【レメディーを選ぶ】（2024年5月8日）
〔 TBR ：The Bonninghausen Repertoryで選択〕

1212# 骨 打撲したような痛み
1225# 炎症 - 骨の(骨炎、骨髄炎)
2208# 悪化-触ること- 軽く
1911# 悪化-知的な
326# 味覚 - 塩辛い
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【こんなレメディーを使う】サポート①

随時①
MT）サポート卵巣・・・更年期の卵巣の働きに
+Apis.（蜜蜂）LM4・・・過剰な炎症、更年期のイライラに
+Acon.（ヨウシュトリカブト）LM4・・・急性の過剰な炎症
不快な臭いに煩わされる時に
+Aur.（金）LM3・・・激しい骨の痛みに
※随時①の中に御古菌・・・臓器の再生のサポートに
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【こんなレメディーを使う】サポート②

随時②
MT)サポート支え・・・骨や骨髄のサポートに

+Nat-p.（燐酸ナトリウム）LM3・・・体内の酸の分解を
進めるために
+Nat-s.（硝酸ナトリウム）LM3・・・体内の老廃物を押
し出すために
+Calc-p.（燐酸カルシウム）LM3・・・血液や骨の作る
ために
+Calc-s.（石膏）LM3・・・タンパク質の分解のために

※赤字はミネラルレメディー（生命組織塩）
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朝
①Phos（燐）.LM3・・・聴覚と嗅覚の過敏さに
②Busu-D（消化器用剤）.30C（砂糖玉）・・・痙攣の剤
の影響
③Anx-Alp-D（抗不安薬）.30C（砂糖玉）・・・抗不安
定剤の影響
昼
Psor（疥癬）.LM4・・・血液の問題、匂いに過敏性に
+Lach（ブッシュマスター）.LM4・・・血液の問題、更年
期の症状に
+ Shimog-mit-w（下鴨神社 御手洗社の水）.30C・・・
正しくない事を許せるように、寛大になるように

【こんなレメディーを使う】メイン③
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夜
①Chin（キナの樹皮）.LM5・・・脾臓、造血、血液の
問題に
②Kali-p（燐酸カリウム）.LM3・・・薬剤などの化学
物質の解毒や分解に

【こんなレメディーを使う】メイン④

※赤字はミネラルレメディー（生命組織塩）
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【改善したきっかけ】

劇的な変化が訪れました！！

2024年6月
コロナになりに一週間位39度の熱が続く

39度の発熱
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【体の変化】
①血液や免疫の異常から、生野菜についている細菌
で炎症が起き、3年間食べられませんでした。その生
野菜が食べられるようになりました。
②その頃から匂いへの変化が現れました。
今まで10匂っていたのが2位に減る。

結果
夏になり窓を開け、近隣の家から入る柔軟剤や香り
の強い衣類の洗剤や芳香剤の臭いが、あまり気にな
らなくなりました。家の中に入った土埃の柔軟剤や香
りの強い衣類の洗剤、芳香剤などに匂う程、過敏
だったのが、匂いが鼻につかなくなりました。
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【改善のポイント】

改善のため生命組織塩がとても大切
①Kali-p.LM（薬剤の分解や解毒のために）との
出会いが化学物質過敏症の症状を大きく改善
することになりました。

②化学物質過敏症は、身体が酸性に傾くと悪化
するので、体の酸性の中和やバランスをとるた
めのNat-p.LM+Nat-s.LM+Calc-p.LM+Calc-s.LM
がとても役立ちました。

※LMというポーテンシーだけが合い改善に導いてく
れました。
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【改善のポイント】

生命組織塩で身体のベースを作る事で、好転反応
も以前よりは、激しく出なくなりました。レメディーへ
の過敏反応も減り、レメディーの作用もし易くなりま
した。

③薬剤のレメディーを砂糖玉でとる事が功をこうし
改善にとても有効でした。
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【改善のポイント】

食事は
酸性に傾いたり過剰な炎症を起こす、小麦粉製品や
砂糖は食べないようにしました。
アルカリ化するためニンジンジュースを飲みました。
薬剤の分解が苦手なため、解毒に良いハイペリカム
のハーブ茶もとりました。

御古菌を頻繁にとる事で匂いの過敏性も減り、なか
なか改善しなかった臓器の働きが正常になり解毒が
し易い状況になりました。
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【考察】

化学物質過敏症の背景に
過去に使用した医薬品の多さがありました。
その事で生命組織塩がアンバランスになり分解や
解毒や中和などの体内のシステムの狂いが考えら
れました。

そこに加わった新型コロナウイルスワクチンシェディ
ング。でもこのシェディングが内在していた血液の状
況を浮上させ、化学物質過敏症を治癒に導いてくれ
ました。
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【考察】

血液の問題で難しい状態へ。一時は上手く改善しな
いと死ぬこともあるかなぁと思っていました。
壊れてしまった血液の影響や免疫の低下の影響で
外に出る事が難しい時期がありました。

血液の問題に心経や祝詞などのご神仏様への信仰
心や自らのインナーチャイルド癒しをし、母の支えが
ないという幼少期からの心を癒すことに力をいれま
した。
いつも忙しい母を手伝う事が多く、本当は「母の支え
がこんなに欲しかったんだ」と気が付きました。
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【化学物質過敏症へのサポートチンク
チャー】
化学物質過敏症に良かったものを紹介させて頂
きたいと思います。

○MT）サポートアルミ・・・匂いの過敏性に。胃腸
薬の影響に。
○MT)サポート抗鬱剤・・・抗うつ剤等の問題に。
○MT）サポート殺され・・・
新型コロナワクチンシェディングでの不調に。
○MT）サポート脾臓・・・脾臓のサポートに。
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【化学物質過敏症へのレメディー】

Acon. （ヨウシュトリカブト） ・・・不快な臭いに煩
わされる時に。
Bell.（セイヨウハシリドコロ）・・・瞳孔が開く。嗅覚
が敏感すぎる時に。
Phos.(燐)・・・音や匂いに過敏。あらゆる感覚が
過敏。
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【おわりに】
化学物質過敏症は、
肝臓の働きが弱く、そのことで他の臓器にも負
担が掛かるのではないかと考えています。
消化や解毒に関わる脾臓・胆嚢・胃・腎臓などを
一緒にカバーしていく事も改善し易くなります。

私の経験が
私と同じように化学物質過
敏症で悩んでいる方の希望
と力になると嬉しいです。
ご覧頂きありがとうございま
す。
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